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1970年代以降、アメリカでは補完代替医療（Complementary and Alternative Medicine: CAM）
の人気が高まっている。CAM とは、「非正統派医学（unconventional medicine）」、すなわち「正
統派医学（conventional medicine）」とされる西洋医学の枠外にある医療の総称である。特に 1990


































NIHに属する国立補完統合保健センター（National Center for Complementary and Integrative 
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国医学、ホメオパシー、ナチュロパシーなどである。   
 
（２）「非正統派医学」の興隆 







理医学（physio-medicalism） 、ホメオパシ （ーhomeopathy） 、そして折衷主義医学（eclecticism） 
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医学」に対しても断固拒絶する姿勢を取り、この正規医とその他「非正統派医学」の施術者との
敵対関係は 20世紀まで、より正確に言えば 1990年代まで、続くことになる。  
AMAは設立から 2年後の 1849年に「いんちき」療法や「いんちき薬」について調査する委員会
を開設し、アメリカ市民にその危険性について啓蒙する活動を開始した。 1904年、AMAは全米医







年、粗悪な食品や医療品を取り締まるための初の連邦法、純正食品・医療品法（Pure Federal Food 


















を排除しようとした。1902 年までに各州の医師会は、ヴァージニア州とメイン州の 2 州を除き、
AMA に加盟していたため、医療行為の独占化を求める AMA からの圧力がかかっていた。 例えば、
アイダホ州では 1887年に最初の医師免許法が成立し、この法により訓練を受けていない治療家の








統中国医、あるいは漢方医は約 80 名に減少していた。 鍼治療は、東海岸の正規医コミュニティ
では葬り去られ、西海岸では 1970年代まで中国人コミュニティ内のみで、温存されることとなっ








になるかつての「非正統派医学」に再び視線が向けられるようになった。1960 年代から 70 年代
にかけて社会変革が起こる中、CAM に対する受容の土壌が形成される一方で、アメリカ社会にお
ける様々な変化や要因が相まって、「正統派医学」とされる西洋医学に対する不信感が高揚し、ア













































例えば、1969 年、反戦運動に熱心に参加していた UCLA の四人の医学生たちが、中国人から太極
拳と鍼治療について学び、非常に感銘を受けた。三年間熱心に学んだこの医学生たちは、1972年












フォルニア州の UCLAで立ち上げられた「UCLA鍼研究プロジェクト（UCLA Acupuncture Research 
Project）」で、香港からある鍼師をアメリカに招致する際に、1952 年移民法の規定「Alien of 















初期の白人の一人であるが、1960 年代にはベトナムの反戦運動や、女性有権者同盟（League of 
Women Voters）の活動に積極的にかかわっていた女性であった。慢性的な疲労に悩んでいた時に
鍼治療を受け、その効果が絶大であったことに感銘を受けた。当時は鍼の学校がアメリカになか
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ったので、1971年にイギリスで鍼の学校に通いライセンス取得し、アメリカに帰国後は、鍼治療






の背景には、AMA 内部でも CAM に関心を寄せる医師たちが増加しているという事実がある。ある








学のデービッド・アイゼンバーグ博士が権威のある医学雑誌 New England Journal of Medicine
で発表したもので、この論文によるとアメリカ市民の約 34%が過去 1年間に CAMを利用しており、
また約 3 割が病院などの医療機関で通常行われていないアプローチ、例えば鍼治療、カイロプラ
クティック、マッサージなどの施術を受けていた。それはプライマリーケアの医師に診てもらう
回数よりも、CAM の施術者に診てもらう回数の方が多く、また CAM の受療者は比較的高学歴で高
収入の者、また白人が多いということも判明した。 さらに、1997 年に行われた別の調査でも、










アメリカ議会は CAM の研究室を設置するための法案を可決し、1992 年、NIH 内に代替医療事務
局（Office of Alternative Medicine: OAM）が設立された。OAM は 1998 年に格上げされ、国立
補完代替医療センター（National Center for Complementary and Alternative Medicine: NCCAM）
となった。さらに NCCAMは 2014年に国立補完統合保健センタ （ーNCCIH）に改称され、予算も年々
増加している。設立当初に OAM に割り当てられた国家予算は 200 万ドルであったが、現在では 1
億 2400 万ドルを超えている。 さらに、1998 年、アメリカ国立癌研究所（National Cancer 
Institute: NCI）は補完代替医療局（Office of Cancer Complementary and Alternative Medicine: 
OCCAM）を設立した。 
OCCAM は癌の予防や治療、鎮痛という観点からの代替医療の役割に関する研究をサポートする
活動を行っている。 また 2000 年には、ホワイトハウスに代替医療政策委員会（White House 
Commission on Complementary and Alternative Medicine Policy）が設置され、2002 年 3 月に
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1970 年代以降の CAM 人気の興隆は、新しい現象でなく、「復興」であり「再発見」であると言
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The Revival of Complementary and Alternative Medicine and 








The popularity of therapies categorized as Complementary and Alternative Medicine (CAM) 
has been increasing in the United States since the 1970s. Looking back on history, however, 
there was once a time when unconventional therapies labeled as CAM  now were practiced 
widely in the United States. With the development of Western medicine, American Medical 
Association (AMA), the largest association formed by Western physicians in 1847, attempted 
to exclude unconventional therapies out of medical practices by helping related legislation 
get enacted. It was as late as the 1960s and the early 1970s that so-called CAM therapies 
were paid attention to again. Considering these backgrounds, the rise of CAM popularity 
can be regarded as the revival of unconventional therapies that were once widely recognized. 
 It has been suggested that there are several factors contributing to the recent 
popularity of CAM: the rise of counter-culture movements since the 1960s, mistrust of 
Western medicine, escalation of medical costs and so on. In addition to these factors, taking 
the case of acupuncture, one of the CAM therapies, this study aimed to examine the role 
of immigrants, especially Chinese immigrants, as another factor which contributed to the 
revival of CAM in the United States. 
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